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1 ともかく もリスト バンドを着け

よう

リ スト バンド は飾り や汗を拭うためだけにあるので

はない。 フォームを整えるためにある。 ともかく もリ

スト バンド を左右手首に着けてボールを打とう 。
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2 より優れたボールを打つために

左右両手首にリ スト バンド では物足り なく なってく

る。 思い切って左右上腕中部にリ スト バンド を着けよ

う 。 すると打球音が格段良く なり 、 優れたボールが飛

ぶよう になる。

3 リ スト バンドで分類するテニスの

フォ ーム

左右上腕中部にリ スト バンド は、 ステファン・ エド

バーグ選手の打ち方だ (ジミ ー・ コナーズ選手の打ち

方に近いかもしれない)。

　これを変形した他の打ち方を述べる。

　右上腕中部にリ スト バンド 、 左上腕中部にリ スト

バンド 、 さら にヘッ ド バンド (ヘアバンド ) を着けて

打つ。 これでは、 マッケンロー選手のよう な閃光のボ

レーも夢でないかもしれない (ジョ ン・ マッ ケンロー

選手の打ち方)(ステファン・ エド バーグ選手の打ち方
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にヘアバンド を加えただけだ)。

　別の打ち方。 右上腕中部にリ スト バンド 、 さ ら に

ヘッ ド バンド (ヘアバンド ) を着けて打つ。 これはロ

ジャー・ フェデラー選手のフォームだ。

4 結論

とにかく 一番大事なことは右上腕中部にリ スト バン

ド を着けて打つこと 。 これは脇もしまるし回し打ちの

よう な感じでボールを打てる。 右上腕中部にリ スト バ

ンド を着けて打つ意味は右上腕を軸として腕を回転さ

せるという ことだ。
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